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静岡地学第 70号 (1994)

開県立袋井高校周辺の小笠層群の

森 伸一*

袋井高校は小笠山 246 m)丘陵の北西端に位置し、学校周辺には小笠層群(下部~中部更新統)

に属する砂穣層および泥麿が分布している O これらの砂穣@泥層について、地質調査@擦種調査@砂

粒の鉱物組成@泥層中の花粉分析などを行い、これらの地層の堆積期に、古大井川のほか古天竜}llの

を受けた時期があることを指摘し、堆積環境と気候変動との関係を考察した。その結果の一部は、

第 30回年会および本誌第 68号 (1993年 11月)ですでに報告した。

この調査の過程で、気候変動により海面が上昇(または下降)する時、どのような地積がなされ、

それは具体的にどの露頭で観察できるのかが疑問であり、課題でもあった。そこで、昨年 10月以降、

地学部の生徒とともに、国 1の範囲の露頭についてもう一度詳しい地質調査を行い、地質柱状図を作

成した(図 2aラ 2 b警 2 c) 0 その結果、これまで泥躍としていた地層中に何枚かの薄い砂層が挟ま

れていること;砂層の粒径も様々でいろいろなラミナが見られること;ラピーンメント詣と思われる

ものもあることなどが判った。そこで、これらの堆積構造を手掛か引こ堆積環境を推定しようと

た。なお、今回の調査範聞は袋井高校周辺の南北約 750m、東西約 1.150mで、全層厚は約 140m

あった。次ページ以降に地質柱状図および堆積構造の写真@スケッチを示す。
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